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【はじめに】メラミンを熱凝縮させる層状構造を持つ窒化炭素（通常グラファイト状窒化炭と

呼ばれるが、本報告では CN と記す）が生成される。この CN は光触媒性を示すことから新しい

材料として注目されている 1)。その理由としてバンドギャップが 2.8 eV と酸化チタンより小さく

太陽光を効率よく吸収することが挙げられる。メラミンの熱凝縮における生成物は粉末であるが、

気相成長法を用いると CN 薄膜が合成できる。これにより粉末では得られなかった配向成長した

結晶性の高い CN が得られるようになった 2)。本研究では、メラミンを原料とした気相成長法によ

り合成した CN 薄膜の結晶構造を X 線回折の測定により、2 次元に広がった炭素と窒素が結合し

たシート（C-N シート）の構造とそのシートが作る層の配向性について分析した。 

【実験】石英ガラス試験管内にメラミン原料と石英ガラス基板を一定距離だけ離して置いて、

それを 3 ゾーンの環状炉内に入れ 30 分間、加熱した。原料炉内は大気圧で原料と基板の温度は

500℃と 550℃とした。X 線回折の測定はリガクの SmartLab にて行い X 線源は Cu Kaを用いた。 

【結果】θ/2θスキャン（out-of-plane）の測定では 27.77°と 57.3°にピークが観測できる（Fig.1）。

27.77°の回折の極点測定では極角Ψ=0°のみ回折信号が現れることから回折面は基板に平行に

なっていることがわかる。さらにΨ=90°には信号が現れず、27.77°の回折は 2 次元構造由来に

よるもので(001)と指数付できる。この 2 次元構造は C-N シ

ートによるものであるが、その結晶構造は、完全に決定づ

けられていない。そこで、代表的なヘプタジンを骨格とす

る構造、トリアジンを骨格とする構造、ポリマー状のメロ

ンシート構造（PCN）についてそれぞれの回折パターンを

シミュレーションして測定データと比較した。測定は層間

に関する回折を取り除き(hk0)のみの回折パターンを観測

できるよう in-plane スキャンで行った（Fig.1）。発表では

詳しい考察について報告する。本研究は JSPS 科研費

15K06005 および小川科学技術財団の助成により実施した。 
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Fig. 1. X-ray diffraction patterns 
obtained by out-of-plane and 
in-plane scans 
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